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研究報告のほか、「VOICE！」、ちょっとしたケアの
工夫、ミーティング実況報告、ケースレポートなどな
ど、内容はなんでも結構です。執筆形式は問いま
せん。ただし、未発表のものに限ります。
国内・国外を問わず、他誌に掲載されたもの、掲載
予定のもの、みずからあるいは第三者のホームペー
ジに収載、また収載予定のものはご遠慮ください。

★研究論文については、下記をご参照ください。
❶ 8000 字以内（図表は 250 字とカウント）。
❷メールでの送信も可能です。
❸ワープロなどをご使用で、郵送される場合は、原稿と共にフ
ロッピーディスク（テキストファイル）を同封してください。
❹著作権侵害を避けるため、他誌（書）から引用される場合
には、必ず出典を明記してください（本文引用の肩に番号を
つけ、本文末尾に一括して引用順に）。〈雑誌〉執筆者：論
文名、雑誌名、巻数、号数、引用ページ、発行所、発行場
所（外国の場合のみ）、発行年。
❺他誌からの転載は、原作者（または出版社）の許諾が必要
です。
❻個人情報の扱いについては十分な配慮と、必要な場合は同
意を得て執筆をお願いします。
❼印刷物からの複写・複製などについて。投稿された論文が
本誌に掲載された場合、印刷版面を利用して複写・複製、送
信し（データベース化などの変形仕様も含む）領布すること、
翻訳・翻案・ダイジェストなどにより、二次的著作物として領
布すること、および第三者に対して転載を許諾する権利は医学
書院に帰属します。なお、著作者ご自身のこれらの権利を制
限するものではありませんが、再利用される場合は事前に弊社
あてご一報ください。
❽論文の採否は論文審査委員会の査読を経て決定します。審
査の結果、原稿へ加筆、修正をお願いすることがあります。
原稿、フロッピーディスクは採用するしないにかかわらず返却い
たしません。
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「私的使用のための複製」など著作権法上の限られた例外を除き禁じられ
ています。大学、病院、診療所、企業などにおいて、業務上使用する目的
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が内部的であっても、私的使用には該当せず、違法です。また私的使用
に該当する場合であっても、代行業者等の第三者に依頼して上記の行為
をおこなうことは違法となります。
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投稿をお待ちしています 編集後記
座談会の記事をまとめるときには、まず録音した音声を文字に
する作業（テープ起こし）をします。記事を作るためでもあり
ますが、参加している自分自身の取材がきちんとできているか、
話をきちんと聞き出せていたかという振り返りにもなります。た
だ、夜中に自分で自分の発言を聞いていると、「何を言っとる
のだ、私、バカバカぁ」「なぜそこでもっと突っこんで質問しな
いのだ、私！」「時間よ戻れー」「私の声、低くて厳しくてエラ
そうだー（涙）」と、かなりの自己嫌悪＆反省モードに陥ります。
今回の特集の座談会のテープ起こし中も、何度自分を責めた
か……。しかし途中、「反省しろとは言わないが、振り返りは
大事」という話題が出てきて、深夜一人、救われたのでした。
 （米沢）

特集 【保存版】
 身体疾患の治療薬×精神科の治療薬
 飲み合わせに注意したい
その薬とこの薬は、一緒に飲んでも大丈夫？　
禁忌でなくても「併用は慎重に」という組み合わせがあるのを知っていますか？　精神科の薬と身体科の薬─相互作用が起
こる可能性がある組み合わせと、注意したい観察点を具体的にまとめました。1冊まるごと、保存版です。

お詫びと訂正
本誌 3 月号 75 ページの取材記事において、NPO 法人の名称が誤っておりました。大変失礼いたしました。
誤　NPO 法人相双に新しい精神科医療保険福祉システムをつくる会
正　NPO 法人相双に新しい精神科医療保健福祉システムをつくる会
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